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第４期佐世保市地域福祉計画 佐世保市地域福祉活動計画 進捗管理及び評価について

１ 評価の目的

計画の基本理念、基本目標の達成を目指して効果的に推進するため、
毎年度、その進捗状況、取組の成果などについて点検・評価を行うもの

２ 進捗管理・評価体制

市、佐世保市社会福祉協議会（以下「社協」という。）による、
点検・自己評価

自己評価

審議 市、社協による自己評価結果について、地域福祉計画推進委員会
（附属機関）へ報告し、検証のうえ意見・評価をいただく

３ スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

市、社協評価 推進委員会の
各委員のご意
見確認

●推進委員会開催

自己評価 推進委員会による審議 事業内容改善・次年度予算編成

●評価報告書提出

評価見直し いただいたご意見・評価をもとに、事務局で評価の見直しを検討し、
委員長へ報告

報告書提出 地域福祉計画推進委員会から評価報告書を提出いただく
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参考／進捗管理について（計画書P30）

資料２
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市及び社協において実施した自己評価の結果については以下のとおりです。
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４ 令和７年度 自己評価まとめ

基本目標 事業数
主な取
組の数

１点 ２点 ３点 ４点 ５点 平均点

基本目標１
地域で活躍する福祉人材を育む「人づくり」

８ 32
２１取組
（65%）

１１取組
（35％）

3.3

基本目標２
誰もが相互に理解を深め地域の課題を共有し、課
題解決に向けて共に取り組む「地域づくり」

１３ 42
１取組
（２％）

３３取組
（79％）

８取組
（19％）

3.2

基本目標３
すべての人を包括的に支えるために、人と人、人と
社会資源が「つながる仕組みづくり」

１１ 38
２４取組
（63％）

１４取組
（37％）

3.4

参考／評価基準

（注） ⅰ 現状で不足している、または問題があると感じられる場合
ⅱ 改善が必要な点よりも行動の強い示唆や義務感を示す場合

⚫ ほぼすべての取組が３点以上であり、おおむね目
標を達成

⚫ 目標達成に至っていない取組、目標を達成してい
るものの課題があるものについては、次年度に向
けた改善方策等の検討を行う

自己評価まとめと今後の取組方針
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基本目標１ 地域で活躍する福祉人材を育む「人づくり」

施策 ⑴ 共に生きる地域を支える人づくりの推進 事業 ② 地域福祉への意識啓発

目標値 実施 実施 実施

実績値 実施 実施 ー

達成度 ー ー ー

①地域福祉講演会の実施
（市）
地域福祉推
進室

ア
市の媒体を活用し
た、地域福祉講演会
の周知

【広報媒体】
・広報させぼ1月号へ掲載
・市ホームページへ掲載
・本庁連絡通路において講演会のチラシや福祉に関連するチラシを掲示(約10日間）
・庁内アナウンスを実施（1週間）
・市のFacebook、Xに投稿（R7から実施）

SNSを活用した情報発信を行い、より多くの方に情報が
届くよう努める。

主な取組み 担当課 指標 区分 R６ R7 R8 具体的な取組／実績値の詳細／工夫した点　など 課題・今後の取組方針等

自己評価点

３

委員ご提案の
評価点

ご意見

ー

SNS別の使用率は、Facebook:26.8％、
Instagram:52.6%、YouTube:80.8％、
TikTok:33.2％となっています。今後の媒体を検討しても
いいのではないかと思います。

委員ご意見を受
けた後の評価点

担当課回答

ー

佐世保市公式のLINEやInstagram等の活用についても検
討したい。また、社協のホームページで録画分のYouTube
視聴をご案内していることから、その周知についても進めて
いく。

自己評価点
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委員ご提案の
評価点

ご意見
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• ランドセルの譲渡開催時期は、年末や1月頃が良いので
はないかと思います。３月開催では確実に貰えるかわか
らない為、親も不安になるかと思います。

• リユース品が集まってきていることを踏まえると、認知
され、稼働しはじめているとも捉えることができるため、
高く評価できる。さらに活発になってほしい事業である。

委員ご意見を受
けた後の評価点

担当課回答

３

• 今回初めての企画で調整に時間を要し、３月開催となっ
た。ご意見のとおり、次回は少しでも多くの必要とする方
に届くよう早い時期に計画・実施する。

• リユース品の提供実績は評価できるものの、利活用の促
進に課題があるため、評価は3とする。

計画書
41ページ

施策 ⑷ 地域住民の交流活動の活性化 事業 ① 気軽に地域で交流できる機会の創出
計画書
46ページ

目標値
段階的
に実施

運営 運営

実績値 実施 運営 ー

達成度 ー ー ー

主な取組み 担当課 指標 区分 R６ R7 R8 具体的な取組／実績値の詳細／工夫した点　など 課題・今後の取組方針等

④リユース品等を利活用
できる場の設置

（社協）
地域福祉課

リユース品等の利活
用の場の設置

・項目②記載の「つながるフェス」において、子育て中の世帯を対象に、ランドセル等を必要
とする方々の手に届けるためにブースを設置。リユース品の募集に関しては、本会HPや
SNSでの周知のほか、開催する東部地区圏域の中学校等へチラシを配布した。開催当日ま
でにランドセルは3１個の提供があった。
・当日は、親子連れや孫にプレゼントするためにと、多くの方が集められたリユース品を手
に取り、ランドセルやベビーカーを持ち帰る方の姿もあった。

・開催時期が３月だったということもあり、集まったラン
ドセルに対して持ち帰る方の数が少なかった。
・開催時期や開催場所の検討を行うとともに、募集するリ
ユース品に、キッズフォーマルを含める等検討する。
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基本目標２ 誰もが相互に理解を深め地域の課題を共有し、課題解決に向けて共に取り組む「地域づくり」

施策 ⑴ 住民相互による地域活動の推進 事業 ① ふれあいいきいきサロンの推進

自己評価点

３

委員ご提案の
評価点

ご意見
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• 若い世代の参入は、非常に大きな問題です。もっと対策を強
化しないといけないと考えます。

• サロン数が新設14カ所であった点は評価できるが、実績値
が何で計算されているかがわからないため、評価がしづら
い。課題はありながらも、規模拡大をしているのであれば、
高く評価しても良い。

委員ご意見を受
けた後の評価点

担当課回答

３

• 新たな担い手の確保に向け、認知症サポーター等の地域
人材の育成・活用を行政や地域包括支援センター等と連
携して進めるとともに、学校・学生等とのつながりづくり
を進める。

• 実績値は、新規開設も含め全てのサロンのうち、社協等の
参加がなくても地域住民による自主的に運営できている
サロンの割合である。自主運営の促進や担い手の確保に
課題があるため、評価は3とする。

自己評価点

２

計画書
48ページ

施策 ⑷ 暮らしの安全・安心をまもる体制づくり 事業 ⑤ 日常的な地域の安全・安心の保全
計画書
59ページ

目標値 25回 25回 25回

実績値 24回 17回 ー

達成度 ー 68.0% ー

①出前講座や出前型の交
通安全教室の実施

主な取組み 担当課 指標 区分 R６ R7 R8 具体的な取組／実績値の詳細／工夫した点　など 課題・今後の取組方針等

（市）
市民安全安
心課

イ
悪質商法等に関す
る出前講座の実施
回数

出前講座や学校への授業支援を通して、悪質商法や最近の消費者トラブル事例を紹介する
などして消費者被害を防止するための啓発活動を行った。また消費生活に係る出前講座
のみならず、消費生活以外に当課で行う他分野の出前講座等においても、消費生活セン
ターの資料配布を行った。
　【実績値の詳細】
　　・主催した出前講座　　　5回　138人　　　　・出前講座（一般・高齢者）　9回　139人
　　・出前講座（授業支援）　３回　664人

実績回数が減少したことから、今後の取組として、出前講
座を行っていることの周知をはかる必要がある。そのた
め、ホームページや消費生活センターの広報誌などを活
用した周知や、見守り側の関係機関等への出前講座の案
内送付などにより、広報に力を入れていく。また、当課が
実施する他の出前講座等においても、積極的な資料配布
を行っていく。

【参考】
評価点２ →目標未達成（９０％未満）＋改善すべき点がある

4

目標値 95% 100% 100%

実績値 99% 99% ー

達成度 104% 99% ー

主な取組み 担当課 指標 区分 R６ R7 R8 具体的な取組／実績値の詳細／工夫した点　など 課題・今後の取組方針等

（社協）
地域福祉課

サロンの自主運営
数

・福推協等会長連絡会、地区総会、地区民児協定例会、町内役員会等でサロン活動の意義
や必要性について、事例をもとに説明し開設を働きかけた。
・サロン開設に向けたプログラムの内容・年間計画の作成支援や遊具の貸出、地域ふれあ
い推進事業補助金による活動費の支援を行った。
・サロン数305カ所（新規開設14カ所）
・活動費の支援（22地区福推協に対し活動費補助）

・課題としてはサロンリーダーや参加者が高齢化している
こと、新たな若い世代の加入が見込めないことがあげら
れる。
・今後は、地域の居場所となるサロン活動を推進すると
ともに、自主運営できるよう、活動費の補助や遊具の貸
出などの支援を行っていく。

①遊具の貸出、活動に対
する財政支援等の実施



施策 ⑵ 福祉サービスの充実 事業 ① 高齢者福祉サービスの充実

基本目標３ すべての人を包括的に支えるために、人と人、人と社会資源が「つながる仕組みづくり」

施策 ⑴ 情報発信力の強化 事業 ② 地域福祉活動の情報提供

自己評価点

３

委員ご提案の
評価点

ご意見

ー
目標値を適切に99％達成しているため、高く評価でき
るが、寄せられた意見にどう応えていくかが重要であり、
その点も評価すべきであると考える。

委員ご意見を受
けた後の評価点

担当課回答

ー
寄せられた意見や感想を整理し、市民の関心やニーズを把握
するとともに、その内容を情報発信や事業内容の充実に反
映し、今後の取組みに活用していく。

自己評価点

３

委員ご提案の
評価点

ご意見

ー

目標値・実績値が何で算出されているのかが不透明で
ある。前年度も電子化に関する課題は出されていたた
め、その進捗状況が気になる。その点が進んでいるので
あれば、評価は4で良いと考える。

委員ご意見を受
けた後の評価点

担当課回答

ー
・審査結果通知11,442件／申請11,442件
・電子化については、実施に係るセキュリティの課題につい
ては解決している。審査委員との調整中。

計画書
61ページ

計画書
62ページ

目標値 300件 300件 300件

実績値 298件 299件 ー

達成度 99％ 99％ ー

主な取組み 担当課 指標 区分 R６ R7 R8 具体的な取組／実績値の詳細／工夫した点　など 課題・今後の取組方針等

②市民が必要とする情報
ニーズの把握

（社協）
地域福祉課

応募はがき・メール
受付件数

・広報誌（社協だより・くれよん）の応募はがき・メールを通じて市民の意見や感想を収集
し、広報内容の充実に向けた情報ニーズの把握に努めた。
・寄せられた意見や感想としては、ボランティア活動に関する情報、災害に関する情報提供
の充実、食料支援の仕組みに関する情報などがあり、地域福祉に関する多様な関心が確認
された。これらの他にもさまざまな意見や感想が寄せられており、市民のニーズの把握を
行った。

・寄せられた意見や感想については、事業内容や実施時
期等の状況、また意見の、感想の内容について個別性が
高く、どのように整理し生かしていくかについては課題
がある。
・今後は、収集した意見や感想について内容ごとの整理
を行い、可能な範囲での反映方法や活用の検討を進め、
市民が必要とする情報ニーズを踏まえた情報発信の充
実を図っていく。

目標値 100％ 100％ 100％

実績値 100％ 100％ ー

達成度 100％ 100％ ー

主な取組み 担当課 指標 区分 R６ R7 R8 具体的な取組／実績値の詳細／工夫した点　など 課題・今後の取組方針等

③介護保険制度の適正な
運営

（市）
長寿社会課

・要介護認定の適正
化
・ケアプラン等の点
検
・縦覧点検・医療情
報との突合

①要介護認定の適正化に関しては、申請に対する審査結果を、全ての申請に対し通知して
いる。
②ケアプラン等の点検については、居宅介護支援事業所等が作成したケアプランの点検を
マニュアルに沿って行い、作成内容の不備不足などの指導を行い適切なケアプラン作成に
資する。
③縦覧点検・医療情報との突合については、長崎県国民健康保険団体連合会（以下「国保
連」という）においての疑義抽出データを基に点検確認を実施し、不備のある者は事業者確
認の上、改善等を求めている。　※「②ケアプラン等の点検」の一部と「③のうち医療情報と
の突合」を令和8年度から国保連へ業務委託している。

①要介護認定業務に関して、認定調査、認定審査会など
いくつかの業務を経て認定結果に至るが、各業務の中
で、審査会はコロナ禍以降オンライン審査会が基本と
なっている。しかし、関係資料は紙での配布をしており、
今後、電子化に向けての取組みを段階的に進めて行く必
要がある。
②、③のケアプラン点検等について、今後も国保連等と
協力しながら、効率を上げる取組を検討していく。
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